
 

児童の緊急時（時間外）の連絡体制について 
校長 富士 健一 

 

保護者･地域の皆様のご理解とご協力のおかげを持ちまして、本日、１学期を無事終了し、明日

より学校は夏季休業（7/21～8/29）に入ります。夏季休業期間中は、外出や旅行などにより交通

事故や感染リスクが高まることが予想されます。そこで、緊急時の連絡体制を下記のようにとら

せていただきますので、ご確認とご協力をお願いいたします。なお、今年度は、市内全小中学校

において夏季休業中の 8/11（金）～8/18（金）が学校閉庁となりますので、ご了承ください。  
 

１ 緊急時の状況 

① 児童が新型コロナウイルス感染者になった場合  ②児童の生命に関わる事故や病気 

③ 児童が救急車で搬送されたとき    ④その他、児童が非常事態の状況にあるとき 
 

２ 緊急連絡体制  

   ※但し、学校閉庁時は以下のようにご連絡ください。 

   ・8/11（金）～8/18（金）8:30～17:15 → 小浜市役所（教育総務課）： 0770-53-1111 

              上記以外の時間帯  → グーグルフォーム「児童の緊急時の連絡票」 

※「グーグルフォーム」での連絡は「すぐーる」で配信した「ＵＲＬ」または、下記の 

「ＵＲＬ」「ＱＲコード」からアクセスしてお答えください。 
    

 

 

３ その他 

・「児童の緊急時の連絡票」でご連絡があった場合、ご自宅電話や保護者携帯電話へ連絡し

て詳細を伺わせていただく場合があります。閉庁日以外の平日（８：０５～１６：３５）

は、口名田小学校（５８－０２１１）までご連絡ください。 

・２４時間子供 SOS ダイヤル→ ０１２０－０－７８３１０（通話無料） 

＜文部科学省 HP 子供の SOS 相談窓口＞ ↓URL   QR コード→ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/06112210.htm  

 

 

 

 

 

 期日・時間帯 緊急時の連絡先 

① 平日の夜間、週休日、祝日 → グーグルフォーム「児童の緊急時の連絡票」にて 

② ① で連絡ができないとき → 
❶校長宅（富士 健一）： 0770 - -  

❷教頭宅（地村 和代）： 0770 - -   

口名田小学校                         令和５年度 夏休み特別号 

学校だより 
                                      編集：K.Fuji     

←口名田小ブログ 

「未来は幸せ」     

URL： https://forms.gle/kjMrB4WyUKhpbzx77 

 

 

ＱＲコード 

＜お知らせ＞ 

・養護助教諭の音頭美江先生が 7 月 31 日をもって本校勤務を終えられます。子供たちの健

康状態の把握、けがや体調不良への対応、安全快適な生活環境づくり等、愛情いっぱいに行っ

ていただき、本当にありがとうございました。（本人挨拶は保健だよりをご覧ください。） 

・8 月 1 日からは、養護教諭の藤森真唯先生が育児休業を終えられて勤務復帰されます。 

 

https://forms.gle/kjMrB4WyUKhpbzx77


【生徒指導コーナー】 －夏休みの生活について－ 
 
 子供たちが待ち望んだ 40 日間の夏休み。この期間中は、家庭・地域が「学習・生活の場」の
中心となります。学校では、子供たちに向けて夏休みの生活について指導しました。ご家庭でも、
以下の内容を参考に「どんな生活にしていくのか」「何に気をつけるとよいのか」等を話し合って
いただき、保護者の皆様のご判断のもと、子供たちにとって、安全・安心で有意義な時間が過ご
せますよう、宜しくお願いします。気になることがありましたら、学校までご連絡ください。 
 

１ 規則正しい 健康で明るい生活を心がけよう  

・生活リズムをくずさないために『早ね、早起き、朝ごはん』を心がけよう。 
・外出した後など、手洗いやうがいを、こまめにしよう。 

 ・友だちや近所の人に、『明るく元気なあいさつ』をしよう。また、気持ちのよい『返事』をしよう。 
 ・家での仕事（役割・手伝い）を受け持ち、毎日、続けてやろう。 
 ★ 規則正しい生活をするにはどうしたらよいか、自分で考えてみよう 。 
 

２ 計画を立てて しっかりと学習しよう  

・めあて（目標）を決めて計画的に学習に取り組もう。 
 ・たくさん読書をしよう。 
 ・2 学期に向けて自学や宿題にしっかり取り組み、弱点を克服しよう。 
 ★ どのような夏休みにしたいか、自分で考えてみよう 。 
 

３ 自分の命は 自分で守ろう  

・自転車に乗る時には、ヘルメットをかぶり、交通ルールを守ること。並進や二人乗り、飛び出しは
絶対にしないように。（登校時は校庭遊具の横にきれいにならべて置くこと。） 

・川遊びに行く時には必ず家の人と行くこと。川へお金や高価な物を持っていかないこと。 
【学校ではライフジャケットを貸し出していますので、必要があればご連絡ください。】 

・「どこへ」「だれと」「いつ帰るか」を家の人に知らせてから外出すること。 
・外出した時は、できる限り一人で行動しないようにすること。 
・見知らぬ人から声をかけられても、絶対について行ったり、車に乗ったりしない。危険を感じたら
大人の人に助けを求めること。（クマ、サルにも注意！） 

・熱中症や感染症の予防を心がけること。（水分補給、着帽、手指消毒、マスク使用など） 
 ★ この他にどんなことが危険なことか、自分で考えてみよう。 
 

４ よく考えて行動しよう  

・おごり合いやお金の貸し借りはしないこと。 
 ・道ばたや川にゴミを捨てないこと。公共のマナーを守ること。 
・危険な遊びや他人にめいわくをかける行動はしないこと。 
・友達の家では、礼儀を考えて過ごすこと。 
・ゲームやインターネットは、時間を決めてやること。 
・おかしなことや困ったことがあったら、すぐ学校に連絡すること。 
口名田小学校 ５８－０２１１【８月１１日（金）～１８（金）は閉庁日】 

✭ その他、気をつけなければならないことは何か、自分で考えてみよう。 
 

 

 
☆グラウンド ➔ グラウンド状態が良い時は、いつでも使用できます。 
☆体育館やプール ➔ 夏休み期間中〔7/21(金)～8/29(火)〕は使用できません。 
☆メディアルーム ➔ 土日祝日と閉庁日を除く 9:00～12:00、13:00～16:00に使用できます。 
図書は、1人 2冊まで借りることができます。 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・きりとりせん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜わたしのこえ＞  夏休み号 ※なつやすみちゅうにがんばったこと、おもいでにのこったことなど、ぜひしょうかいしてね。 

       ねん           なまえ： 

 

 

 

学校の施設使用について 

このことば、 
おぼえてね。 

合言葉は

… 

ら
せ
る 

ぐ
に
げ
る 

お
き
な
声
を
だ
す 

ら
な
い 

な
い 



 
    【 低学年（１～３年） 】 

＊下の子が、校長先生と折り紙で恐竜を作った！！と嬉しそうに話しているのを見て、

校長先生と触れ合う時間があることはいいことだなと思いました。 

＊帰ってすぐに宿題を終わらせて外へ遊びに行く。生活習慣がだんだん身についてきています。 

＊日々過ごしている生活に慣れてくると、感謝する心を忘れてしまいがちですが、学

校だよりを読んでいると「ありがたいな」と思う心を大切にしたいなと思いました。 

＊先日、スイミング練習達成200 回を超えました。本人もさらにやる気が出ております。親

としても全力でサポートしようと思います。300 回達成に向けて温かく見守るつもりです。 

＊子供が困難に苦しむこと、これからたくさん出てくると思いますが、支えたり、手

助けしたり出来たらいいなと思います。また、自分を助けてくれる人たちに「ありが

たい」と思う気持ちを持てる子になってほしいと思います。 

＊いろんなことにチャレンジしてほしいです。チャレンジの中には困難も必ず出てく

るので、そこを周囲のサポートも借りて乗り越えていってほしいなと感じました。 

＊大黒山登山、すごく楽しかったようです。でも、みんなで頂上での写真が撮りたい

という次の目標が出来たようです。機会があれば、またお願いしたいです。 
 
☛得意なこと苦手なことは人それぞれですから、同じ行事を経験しても、全員が同じ達成度や達成

感を持つとは限りません。けれども、友達同士で励まし合うことによって、苦手なことに挑戦した

り、再チャレンジしたり、克服できたりすることはとても素敵なことです。学級集団の力によって個

人の力を大きく伸ばせることが、学校で学級の仲間たちと過ごすことの大きな意味だと思います。 
    
 

【 高学年（４～６年） 】 
＊いつもお世話になり、ありがとうございます。 

＊子供たちのために、このような保護者の声を聞いていただいてありがとうございま

す。なかなかお返事できず申し訳ないです。親、学校、子供、つながるのも大切なん

ですよね(^▽^) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・きりとりせん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜保護者の声＞  夏休み号 ※感想やご意見･ご要望等、ぜひお書きの上、ご提出ください。（一部紹介させていただきます。） 

            年     保護者氏名： 

 

 

 

◇毎月、学校だより発行から間もない日に、「わたしのこえ」や「保

護者の声」が届くこと、驚きと嬉しさが込み上げてきます。何事も

早ければいい、出せばいいというわけではありません。けれども、

あれほどたくさんの文字に埋め尽くされた学校だよりを、お忙しい

中で読むだけでも大変なのに、お子様と記事のことについて話をし

たり返事を書いたりしてくださること、感謝の思いでいっぱいです。 

◇返信の紙一枚の中から感じられる深い愛情、温かい心配り。これ

からもその素敵な愛情と心を、お子様に思う存分注いでください。 

<保護者の声> 
～７月号返信より～ 

     
 

  

 

 



＊「どんな毎日にも感謝する心」…とても難しいことですが、小さなことや身近なこ

とから感謝を伝えられるようになってほしいと思います。 

＊「どんな毎日にも感謝する心」…とても大切ですね。毎日時間に追われ、バタバタ

していますが、その日常を送れていることが当たり前ではなく、有難いことだと思い

ます。子供たちにも分かりやすく伝えていきたいです。 

＊無難に一日を過ごせるとホッとしてしまう気持ち、分かります。困難を有難いと思

うのはなかなか難しいですね。毎日に感謝する心を持って生活していきたいですね。 

＊無難なことは良いことだと私も思っていましたが、困難をマイナスにとらえず、ま

わりの助けてくれる人の有難さに気づき、感謝する心を常に持つことの大切さをあら

ためて感じました。私自身も、子供にも、「どんな毎日にも感謝する心」を身につけて

ほしいなと思いました。 

＊無難の反対が有難いってステキですね☆彡困難にどう行動するか考え、周りへの感

謝を忘れず成長してほしいと思いますし、私自身にも言い聞かせたい言葉です！！ 

＊先日、足の裏の治療のため、1 週間歩いて登校。プール、習い事、お風呂につかること

ができず、いつも「歩くのイヤ～」「習い事イヤ～」といっていた息子が「歩いて学校に行

きたい～」と言っている姿を見ました。親子ともに“健康一番”を学んだ 1 週間でした。 

＊高学年になって、以前より面倒見が良くなったと感じます。これからも譲り合いの

気持ち等を大切にしてほしいです。 

＊７／３から体操服での登校になりましたが、もう少し早くてもいいのでは？と思います。

梅雨に入る６月中旬くらいからカッパを着る日も増えてくるし、蒸し暑くなってくるので、

動きやすい体操服でカッパを着る方が、まだ不快感も少なくてすむのかな…と思っています。 
 
☛貴重なご意見ありがとうございます。体操服登下校は見かけ上のことや着替えの便不便のことだけ

でなく子供たちの体調に直結することでもあるので、その年々で対応が異なるのは良くありません。

衣替えを含む対応をはじめ、今後改善すべき事は、今年度のうちに検討して次年度に反映させます。 
 

＊プールで初めて 25m 泳げたそうで、泳ぐところを早く見てみたいです。 
 

☛学期末保護者懇談会でプール学習参観のご要望をいただきました。次年度はぜひ機会を作ります。 
 

＊上の子は中３、本人は６年。中学･小学ともに最後の夏休みです。今、産科のある病

棟に勤務している私は、ふと子供と過ごせる時間について考えることがあります。生ま

れてすぐは一日中一緒、それが保育園に通い出し、こうして成長し、親と過ごす時間は

案外短いということです。一説によると、一生のうち母親が我が子と過ごせる時間は約

７年６ヶ月（約２７３５日、約６５,７００時間）だそうです。私は仕事柄、土日祝日も

仕事、夜勤もあり、更に少ないかもしれません。子供たちと過ごせる毎日、一日一日大

切に過ごしたいと思う今日この頃（笑）。一緒に過ごせることが有難いです。 
 
☛我が子の存在とは不思議なもので、ほとんど毎日一緒に過ごしているのに、ある節目になった時、

心も体も大きく成長していることに気づき、驚かされます。義務教育を卒業した後や親元から離れた

後も、何だかんだと親を頼り、親も頼られることを喜びますから、一緒にいられる時間はもう少しある

とは思います。けれど、成人するまでの子供と親との関係で一緒に過ごせる時間は本当に短いもので

す。その短くも貴重な時間、たっぷりと愛情をかけて、お子様の成長を助けていただきたく思います。 

 

※本日、学校評価アンケート回答〆切日となっています。未送信の方はご協力お願いします。 


